
毎
日
新
聞

大
 
t
ん
、
風
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キ
ノ
コ
か
ら
キ
ト
サ
ン
抽
出

近
畿
大
、
た
ん
白
質
発
見

近
畿
大
学
農
学
部
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
靴
の
深
溝
慶

教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は

4
貝
キ
ト
サ
ン
と
結
合
す

る
た
ん
白
質
を
発
見
そ
の

捕
捉
機
構
を
解
明
し
た
と
発

表
し
た
。
キ
ノ
コ
や
カ
ビ
の

細
胞
壁
か
ら
キ
ト
サ
ン
を
抽

出
す
る
方
法
で
は
キ
チ
ン
、

グ
ル
カ
ン
が
含
ま
れ
る
混
合

物
か
ら
キ
ト
サ
ン
だ
け
を
取

り
出
す
こ
と
が
課
題
だ
っ

た
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
細
菌

が
産
生
す
る
キ
ト
サ
ン
加
水

分
解
酵
素
を
構
成
す
る
た
ん

白
質
が
キ
ト
サ
ン
を
選
択
的

に
捕
ら
え
る
こ
と
を
突
き
止

め
た
。
こ
の
手
法
を
用
い
る

一
で
ー

こ
と
に
ょ
っ
て
、
キ
チ
ン
や

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
含
有
し
な
い

良
質
の
キ
ト
サ
ン
を
得
ら
れ

る
。
研
究
グ
ル
ー
プ
か
確
立
し

た
技
復
、
キ
ノ
コ
や
カ
ビ

の
細
胞
壁
か
ら
キ
ト
サ
ン
を

得
る
の
に
有
用
と
な
る
。

田

胞
壁
を
酵
素
分
解
し
キ
チ

ン
、
グ
ル
カ
ン
を
含
む
混
合

物
中
か
ら
キ
ト
サ
ン
だ
け
を

取
り
出
す
た
ん
白
質
を
発
見

し
ブ
ヒ
。
同
た
ん
白
質
は
「
デ
ィ
ス

コ
イ
ジ
ン
・
ド
X
イ
ン
」
と

呼
ば
丸
福
井
県
の
士
壌
に

存
在
す
る
「
パ
エ
ニ
バ
チ
ル

ス
 
S
P
1
K
1
5
」
と
い
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.

う
細
菌
が
産
生
す
る
キ
ト
サ

ン
加
水
分
解
酵
素
に
結
合
し

て
い
る
。
こ
四
ブ
イ
ス
コ
イ

ジ
ン
・
ド
X
イ
ン
が
キ
ト
サ

ン
に
だ
け
結
合
す
る
こ
と
を

見
出
し
た
。

近
畿
大
学
農
学
部
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
深
溝
教

授
、
新
家
粧
子
氏
大
沼
貴

之
氏
福
井
県
美
学
の
木

元
久
教
授
、
福
井
工
業
大
学

受
早
桶
秀
夫
教
授
竪
面
研

究
の
成
果
日
本
時
間
8
月

鈴
日
付
の
米
国
の
生
物
化
学

雑
誌
「
ジ
ャ
ー
ナ
ル
オ
ブ

バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
ケ
ミ

ス
ト
リ
ー
」
電
子
版
に
掲
載

さ
寸
ー
メ
ヒ
。

聿
日
搬

2 5, 9,

カニの甲羅やキノコに含まれる「キトサン」

を分離できるタンパク質を発見したと、近畿

大農学部(奈良市)などのチームが発表した。

キトサンは血中のコレステロール値を下げ

,キトサン,分離のタンパク質近大チームが発見

ーの原因物質などの不純物が除去できない。
今回のタンパク質を使えば、これらの課題
を解決し、従来より簡便に分離、精製できる
という。

タンパク質はDD 1とDD2と呼ぱれ、も

とは福井県で見つかった細菌が持つキトサン

る効果があり、動脈硬化や高脂血症の予防に

役立つとされる。だが甲羅やエビの殻を高濃

度の水酸化ナトリウムなどで処理して抽出す

る際、大量の廃棄物が出る上、甲殻類アレルギ

2 5, 9,

分解酵素の一部。キトサンにだけ強く結合す
るため、分離に利用できると分かった。

成果は米科学誌電子版に掲載された。近畿
大の深湛謹教授は「キトサンはサプリメン
トや機能性食品に応用されており、効率良く
分離し役立てたい」と話している。
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